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まどから のぞくと、どろぼうたちが ごちそうを たべながら、おかねを かぞえている ところでした。
「あいつらは、どろぼうだ！  そして、すごいごちそうだ。」
「わしらも おなか ペコペコだ…」
いぬが そういうと、みんなで どろぼうたちを  おいだすための そうだんを はじめました。

「ニャア!」
びっくりした ねこは どろぼうの かおを、するどい つめで かきました。
「うわあ！ いたい!」

ところが、そこは、どろぼうの いえ でした。ところが、そこは、どろぼうの いえ でした。

まよなかになり どろぼうの こぶんが、
こっそり もどってきました。
いえの なかは まっくらです。
どろぼうは ひかっている ねこのめと 
かまどの ひを まちがえて
マッチを すってしまいました。

まよなかになり どろぼうの こぶんが、
こっそり もどってきました。
いえの なかは まっくらです。
どろぼうは ひかっている ねこのめと 
かまどの ひを まちがえて
マッチを すってしまいました。
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「ヒヒン! ワンワン! ニャアニャア! コケコッコー !」
まどに うつった かげを みて、どろぼうたちは びっくりぎょうてん！
「ばけものだあ！」
どろぼうたちは あわてふためいて、にげていきました。

おなかが いっぱいに なると、ねこは かまどの そばで まるくなり、
いぬは ドアの よこで うずくまり、ろばは にわで よこたわり、
おんどりは やねのうえに とまりました。
あかりを けすと みんな ぐっすり ねむってしまいました。

どろぼうを おいだした よんひきは、このいえが とても きにいりました。
そして、ここで おんがくを かなでながら、たのしく くらすことにしました。

ろばは まいにち おもい にもつを はこんでいましたが、としを とって、はたらけなく なりました。
しゅじんは ろばを うりはらおうと したので、おもいきって にげだしました。
そして ろばは よいことを おもいつきました。
「ブレーメンにいって、おんがくたいに いれてもらおう。」

あるところに いっぴきの ろばが いました。あるところに いっぴきの ろばが いました。

ろばの うえに いぬが のり…
いぬの うえに ねこが のり…

ねこの うえに おんどりが のり…
みんなで いっせいに なきはじめました。

ろばの うえに いぬが のり…
いぬの うえに ねこが のり…

ねこの うえに おんどりが のり…
みんなで いっせいに なきはじめました。 みんなは、おおよろこびで いえの なかに はいり、のこっている ごちそうを たいらげました。みんなは、おおよろこびで いえの なかに はいり、のこっている ごちそうを たいらげました。
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このさわぎで、めを さました おんどりが やねのうえで おおきなこえで なきました。
「コケコッコー！」
「たすけてくれえ！ かいぶつだぁ！」
おどろいた どろぼうは あわてて もりの ほうへ にげていきました。

「としをとって ネズミを とれなくなったのさ。 
 それで おこった ごしゅじんさまに  すてられたのさ。」
「それなら ぼくらと いっしょに  ブレーメンに いって  おんがくたいに はいらないか。」
ねこは よろこんで いっしょに いくことに しました。

「ワンワン！」
おこった いぬは、どろぼうの あしに かみつきました。
「いたい！ いたい！」

ろばと いぬと ねこと おんどりが もりのなかを あるいていくと、
だんだんと ひが くれてしまいました。
おんどりが、とおくに あかりが ついている いえを みつけました。
みんなは そのいえまで いってみることに しました。

ろばと いぬが あるいていくと、みちばたに いっぴきの ねこが まるく なっていました。ろばと いぬが あるいていくと、みちばたに いっぴきの ねこが まるく なっていました。

おどろいた どろぼうは にげだそうとして とぐちに むかい、
いぬの しっぽを ふみつけて しまいました。
おどろいた どろぼうは にげだそうとして とぐちに むかい、
いぬの しっぽを ふみつけて しまいました。
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「おやぶん、たいへんです。 あのいえには、おそろしい ばけものが います。」
「だいどころには まじょ、 とぐちには おおおとこ、 にわには ばけもの、 やねには かいぶつが！」
ブルブルに ふるえている こぶんをみて、どろぼうたちは すっかり おそろしくなり 
にげだして いきました。

ろばが あるいていくと、いっぴきの いぬが ねていました。
「としを とって ごしゅじんと かりに いけなくなったんだ。」
「れなら ぼくと いっしょに　 ブレーメンに いって おんがくたいに はいらないか。」
いぬは よろこんで いっしょに いくことに しました。

「としを とってからは  あさねぼう ばかり。
 やくたたずの じぶんが なさけない。」
「それなら ぼくらと いっしょに  ブレーメンに いって  おんがくたいに はいろう。」
おんどりは よろこんで いっしょに いくことに しました。

どろぼうは あわてて にわに とびでましたが、こんどは ろばの おしりに ぶつかりました。
「ヒヒン！」
おこった ろばは うしろあしで おもいきり どろぼうを けとばしました。
「うわあ！ たすけてくれ！」

ろばと いぬと ねこが あるいていると、
おんどりが ないていました。
ろばと いぬと ねこが あるいていると、
おんどりが ないていました。


